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第５回小林市・野尻町合併協議会次第 

 

１ 開    会 

２ 会長あいさつ 

３ 議    事 

① 報告事項 

報告第２１号 第４回小林市・野尻町合併協議会以降の経過について 

報告第２２号 小林市・野尻町合併協議会顧問の変更について 

報告第２３号 小林市・野尻町合併協議会監査委員の変更について 

報告第２４号 小林市・野尻町合併協議会委員の変更について 

報告第２５号 廃置分合（合併）に関する総務大臣告示について 

 

② 協議事項 

協議第２２号 平成２０年度小林市・野尻町合併協議会事業実績について 

協議第２３号 平成２０年度小林市・野尻町合併協議会決算について 

 

③ 確認事項 

１． 第６回小林市・野尻町合併協議会の開催について 

２． 第７回小林市・野尻町合併協議会の開催について  

３． 第８回小林市・野尻町合併協議会の開催について  

４． 第９回小林市・野尻町合併協議会の開催について  

５． 第１０回小林市・野尻町合併協議会の開催について  

 

④ 小林市・野尻町合併協議会委員等名簿 

 

４ そ の 他 

５ 閉 会 

 



第５回 小林市・野尻町合併協議会 出席者 

 

(小林市・野尻町合併協議会委員) 

１．会 長  小林市長 堀 泰一郎    １４．委 員 淵上 貞継 

２．副会長 野尻町長 長瀬 道大    １５．〃    楠元 千恵子 

３．委 員  深草 哲郎             １６．〃    福本 誠作 

４．〃     大浦 竹光             １７．〃    坂下 春則 

５．〃     蔵本 茂弘             １８．〃    穴見 嘉宏 

６．〃     溝口 誠二             １９．〃    見越 南州男 

７．〃     小畠 利春             ２０．〃    楠元 フタミ 

８．〃     首藤 美也子           ２１．〃    古川 幸男 

９．〃     伊藤 正一             ２２．〃    竹山 昭徳 

１０．〃     山田 福雄              

１１．〃     坂本 新平              

１２．〃     下別府 明              

１３．〃     龍神 豊美 

 

（ 顧 問 ） 

宮崎県市町村課市町村合併支援室長  宮崎県西諸県農林振興局長 

(代理) 主幹 山崎 博信             串間 秀敏 

（ 監 査 委 員 ）  

小林市会計管理者         

       植村 光義 

（ 幹 事 ） 

小林市       末元 三夫              野尻町   吉田 哲幸 

肥後 正弘                       内村 明生 

上谷 和徳                       谷元 弘朗 

南崎 淳一郎                     大谷 幸一 

久米 勝彦 

（ 事務局 ） 

事務局長     倉園 凡生              事務局長   谷川 浩二 

事務局員     鶴水 義広        事務局員  税所 將晃 

〃        野口 健史              〃      西園 孝信 

〃      柴内 敏彦              〃      田島 聡 

〃      楠元 いず美            〃      篠原 修治 

（ 欠席者 ） 

委 員    種子田 與一      委 員   高岩 都津子 

〃      西岡 長成       〃     坂下 実千代 

監査委員   酒匂 重成 

 

以上 （ 敬称略 ） 
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午後１時30分開会 

 

 皆さん、こんにちは。ご案内をいたしました時間となりました。 

 本日は、合併協議会にご出席いただき、ありがとうございます。 

 私は、本日の進行役を務めさせていただきます計画グループの鶴水と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

 会議に先立ちまして皆様にお願いをいたします。携帯電話をお持ちの方は、電

源をお切りになるか、マナーモードにしていただきますようお願いいたします。

また、傍聴の皆様は傍聴規程に基づき、静かに傍聴くださいますようお願いいた

します。 

 まず、本日の会議につきましては、２２名の委員の皆さんがご出席でございま

す。したがいまして、小林市・野尻町合併協議会規約第１０条の規定によりまし

て、会議の定足数に達しておりますので、本会議は成立しておりますことを前も

ってご報告を申し上げます。 

 それでは、最初に、本協議会の会長であります堀小林市長にごあいさつをお願

いいたします。 

 皆さん、こんにちは。第５回の合併協議会を開催するに当たりまして一言ごあ

いさつを申し上げますが、さて、４月の１６日には、小林市と野尻町の廃置分合

に係る総務大臣告示がなされました。これによりまして合併が法的に効力を発生

し、法的手続はすべて終了したところでございます。ここに至るまでの協議会委

員、議会議員及び職員の皆様方のご労苦に対しまして心から厚くお礼を申し上げ

ます。 

 また、県、市職員の人事異動や議会構成、各種団体の体制変更によりまして協

議会委員、顧問、監査委員の変更がありましたので、後ほどご報告させていただ

きます。 

 前回、ご確認いただきました合併準備態勢、スケジュールによりまして、来年の

３月２３日の合併へ向けて準備作業を開始をいたしておりますが、４,０００項目と言われ

る調整事項、各種条例、規則の整備、電算システムの統合、庁舎改修など多くの準

備作業が考えられておりまして、多大な労力を要するものと思われます。しかし

ながら、合併してから住民サービスに支障があってはなりませんので、遺漏のな

いよう合併準備作業に取り組んでまいりますので、皆様方のさらなるご支援、ご

協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 本日は、平成２０年度の事業実績と決算につきましてご提案をいたしておりま

すので熱心なご協議をお願いを申し上げまして、会長としてのあいさつにさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 ありがとうございました。それでは、議事に入る前に議長選出となっています

が、協議会規約第１０条によりまして会長が会議の議長となると定められており

ますので、これから会長のほうで議事進行についてよろしくお願いをしたいと思

います。 

 それでは、規約の定めるところによりまして、しばらくの間、私が議事を進行

させていただきます。ご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 まず、協議会会議運営規程によりまして、今回は、会議録の署名委員に、小林

市の坂本新平委員と野尻町の穴見嘉宏委員に会議録署名をお願いをいたします。 

 協議に先立ってお諮りしたいと思いますが、会議の傍聴につきましては傍聴規

程では、本協議会は原則公開とするということとなっております。これについて

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 御異議なしと認めます。よって、本会は公開とさせていただきます。 

 それでは 、早速協議に入らせていただきますが、まず報告事項の報告第

２１号第４回小林市・野尻町合併協議会以降の経過について、その後、報告第
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２２号小林市・野尻町合併協議会顧問の変更について、同じく報告第２３号小林

市・野尻町合併協議会監査委員の変更について、同じく報告第２４号小林市・野

尻町合併協議会委員の変更について、報告第２５号廃置分合（合併）に関する総

務大臣告示についての５件につきまして、関連がありますので、一括して事務局

よりご報告をお願いをいたします。 

 資料ページの２ページをお開きください。報告第２１号第４回小林市・野尻町

合併協議会以降の経過について、第４回小林市・野尻町合併協議会以降の経過に

ついて、別紙のとおり報告する。 

 別紙というのが、次ページの３ページでございます。４月１６日に総務大臣に

よる廃置分合に関する告示がなされました。そして、４月１６日、第１回の一部

事務組合担当者会議を開催いたしました。５月１１日に小林市・野尻町合併協議

会平成２０年度決算監査を受けております。５月２０日に第５回首長会・幹事会

合同会議を行っております。以上、告示１件、会議２件、監査１件のご報告を申

し上げます。 

 そして、資料ページの４ページでございますが、合併準備プロジェクト開催状

況といたしまして、グループ会議を８回、班会議を１１回開催しておりますこと

をご報告いたします。 

 そして、資料ページの、次ページの５ページでございますが、専門部会・分科

会の開催状況といたしまして、部会を９回、分科会を８８回開いておりますこと

をご報告申し上げます。 

 続きまして、資料ページの６ページでございます。報告第２２号小林市・野尻

町合併協議会顧問の変更について、合併協議会の顧問をお願いしております宮崎

県の平成２１年４月１日の人事異動によりまして、坂本義広合併支援室長から茂

雄二合併支援室長へ、後藤田悦男農林振興局長から串間秀敏農林振興局長へ顧問

の変更をお願いしたことをご報告申し上げます。 

 続きまして、資料ページ、７ページ。報告第２３号小林市・野尻町合併協議会

監査委員の変更について、小林市・野尻町合併協議会監査委員の変更について、

下記のとおり報告する。 

 これは、平成２１年３月３１日付退職及び４月１日、小林市の人事異動のため

に、監査委員を吉丸政志会計管理者から植村光義会計管理者へ変更ということで

ご報告いたします。 

 続きまして、次のページ、８ページでございます。報告第２４号小林市・野尻

町合併協議会委員の変更について、小林市・野尻町合併協議会委員の変更につい

て、別紙のとおり報告する。 

 別紙というのが次ページ、資料ページの９ページでございます。まず、２号委

員といたしまして、中屋敷慶次議長から深草哲郎議長へ、小畠利春副議長から大

浦竹光副議長へ、西道紀一総務環境委員会委員長より蔵本茂弘総務環境委員会委

員長へ、久保田恭弘経済建設委員会委員長より溝口誠二経済建設委員会委員長

へ、首藤美也子教育厚生委員会委員長より小畠利春教育厚生委員会委員長へ、松

元朝則行財政改革等調査特別委員会委員長より首藤美也子議会運営委員会委員長

へ、そして杉元豊人産業委員会委員長より穴見嘉弘まちづくり調査特別委員会副

委員長へ、3号委員といたしまして、永野本助小林市区長会連絡協議会会長より伊

藤正一小林市区長会連絡協議会会長へ、いずれも議会構成と推薦団体の組織変更

体制のために委員の変更があったことをご報告申し上げます。 

 続きまして、資料ページ、１０ページでございます。報告第２５号廃置分合

（合併）に関する総務大臣告示について、廃置分合（合併）に関する総務大臣告

示について、別紙のとおり報告する。 

 別紙というのが次ページの１１ページでございます。これは、官報の写しでご

ざいまして、矢印から先で拡大されておりますのが告示でございます。 

 総務省告示第２７０号、市町の廃置分合、地方自治法（昭和２２年法律第
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６７号）第７条第１項の規定により、西諸県郡野尻町を廃し、その区域を小林市

に編入する旨、宮崎県知事から届出があったので、同条第７項の規定に基づき、

告示する。右の処分は、平成２２年３月２３日からその効力を生ずるものとす

る。平成２１年４月１６日、総務大臣鳩山邦夫。 

 このように告示行為がなされたわけでございますが、２１年の１月２９日、小

林市、野尻町両議会での合併関連議案の議決を受けまして、２１年の２月９日、

宮崎県知事へ廃置分合の申請書を提出しておりまして、２１年３月９日に宮崎県

議会が小林市及び西諸県郡野尻町の廃置分合議案を議決されております。そし

て、平成２１年３月１２日に、宮崎県知事より小林市及び西諸県郡野尻町の廃置

分合の決定通知ということで、その次の流れとしてこの告示がなされたもので、

この告示によって正式に小林市と野尻町の合併が整ったということになっており

ます。 

 以上、ご報告申し上げます。 

 ありがとうございました。ただいま報告第２１号から第２５号までにつきまし

て報告をいたしましたが、事務局の説明に対しまして、何かご意見、ご質疑があ

る方はお出しください。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご意見、ご質疑もないようでありますので、報告第２１号第４回小林市・野尻

町合併協議会以降の経過についてから、報告第２５号廃置分合（合併）に関する

総務大臣告示についてまでの５件につきましては、ご承認をいただいたものとさ

せていただきます。 

 ここで、今回新しく顧問・監査委員・委員に就任されました方々を紹介をさせ

ていただきます。事務局より紹介をしてください。 

 ご紹介の前に一言、お断りをさせていただきたいと思います。本来なら新しく

委員をお引き受けいただいた方々に委嘱状をお渡ししてお願いすべきところです

が、お手元に委嘱状を配付という形にかえて交付ということにさせていただくこ

とをご了承願いたいと思います。 

 それでは、ご紹介させていただきます。 

 まず、宮崎県市町村課市町村合併支援室長、茂雄二様。本日は公務のため、代

理で山崎博信さんがお見えでございます。 

 続きまして、県農政水産部西諸県農林振興局長、串間秀敏様でございます。 

 続きまして、監査委員としまして植村光義会計管理者でございます。 

 それでは、委員をご紹介いたします。深草哲郎委員でございます。大浦竹光委

員でございます。蔵本茂弘委員でございます。溝口誠二委員でございます。小畠

利春委員でございます。首藤美也子委員でございます。穴見嘉宏委員でございま

す。伊藤正一委員でございます。 

 以上の方が新しく委員になっていただいた方々でございます。よろしくお願い

いたします。 

 ありがとうございました。新しく顧問・監査委員・委員に就任された皆様方、

これから、まだあと５回ほど議会も残っておりますが、会議も残っていますが、

その間にいろいろご苦労をおかけするかと思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

 それでは、次に協議事項に移りたいと思いますが、協議第２２号平成２０年度

小林市・野尻町合併協議会事業実績と協議第２３号平成２０年度小林市・野尻町

合併協議会決算の２件について、関連がありますので一括してご提案を申し上げ

ます。事務局より説明を願います。 

 資料の１２ページをお開きください。協議第２２号平成２０年度小林市・野尻

町合併協議会事業実績について、別紙のとおりご提案をいたします。 

 １３ページをお開きください。ここに合併協議会の２０年度事業実績が記載を

してございます。まず、会議の開催ということで、①協議会の開催でございます
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が、昨年の１２月１日に協議会を設置いたしまして、１２月１４日の第１回協議

会を皮切りに、昨年度は４回の協議会を開催をしております。 

 次に、②幹事会の開催でございますが、第１回が１２月６日を皮切りに４回の

幹事会を開催しております。ここで、申し訳ございませんが、資料のご訂正方を

お願いしたいと思います。第３回の幹事会の日付が１月８日木曜日になっており

ますが、これが１月６日火曜日の間違いでございます。それから、第４回の幹事

会のほうが３月２６日木曜日となっております。これが２月の１３日金曜日の間

違いでございます。大変申し訳ございません。訂正方をお願いしたいと思いま

す。 

 次に、③専門部会・分科会の開催でございます。ここの表にございますように

専門部会を１回、それから分科会を計３６回開催したところでございます。 

 次に、④小委員会の開催についてですが、これについては、平成２０年度は設

置をしておりませんので開催していないということでございます。 

 次に、１４ページ、情報提供及び広報啓発活動の実施でございます。 

 ①協議会ホームページの開設、協議内容や議事録等を公表いたしまして広く周

知をいたしますとともに、協議会の傍聴の案内等をいたしております。本日まで

にアクセス件数が約５,０００件となっております。 

 次に、②協議会だよりの発行でございます。創刊号と第２号ということで、昨

年度は２回、協議会だよりの発行をいたしております。 

 次に、③新市基本計画（概要版）の配布でございます。新市基本計画の概要版

を作成いたしまして、各世帯に配布をさせていただいたところでございます。 

 次に、④先進地視察研修の実施でございます。これにつきましては、事務局職

員が１月の２２日から２３日にかけまして、八女地区１市２町２村合併協議会の

ほうに視察研修に伺っております。視察研修内容としましては、今、各専門部

会、分科会等を中心に合併準備作業を進めていただいておりますが、それの前段

として全職員を対象にした合併説明会をしたところでございます。それに向けて

の視察研修ということでございます。 

 次に、調査・研究事業でございます。 

 ①条例・規則等の調査及び一元化でございますが、今回は、編入合併というこ

とでございまして、基本的に小林市の制度を基本として統一をしていくというこ

とが原則となっておりますが、そういった調整方針をもとに行政制度・事務事業

の調整をしまして、それをもとに条例・規則等の整備を進めてきているところで

ございます。 

 ②電算システム統合見積精査・計画の検討でございます。両市町の電算システ

ムの統合に向けまして、統合経費の見積りを業者にお願いをしております。その

見積りの精査、あわせて統合計画の検討をしております。それから、業者への再

見積りの交渉・調整をしてきたところでございます。 

 次に、③新市基本計画の作成でございます。新市の将来を展望した長期的視野

に立ったまちづくり計画あるいは合併した場合の財政計画を作成をいたしまし

た。 

 次に、４番のその他の事業でございます。合併協定項目の検討ということで、

専門部会・分科会を中心にいたしまして合併協定項目について協議をしたところ

でございます。 

 次に、１５ページをお開きください。協議第２３号平成２０年度小林市・野尻

町合併協議会決算について、別紙のとおり提案をするということでございます。 

 １６ページ以降にその内訳が記載してございますが、まず歳入につきまして、

負担金でございますが、予算現額１,９９９万８,０００円に対し、同額が収入済

み額となっております。次に、諸収入の雑入でございますが、予算額２,０００円

に対しまして、収入済み額が１,３８４円で、歳入の合計が、予算額２,０００万

円に対しまして１,９９９万９,３８４円となっております。 
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 次に、歳出でございます。協議会費の予算額が１,９５５万円に対しまして、支

出済額が１,０２３万４,５０１円となっております。その内訳としましては、運

営費が予算額８０８万６,０００円に対し５３３万５,０３１円の支出済み、それ

から事業費が１,１４６万４,０００円の予算額に対しまして４８９万９,４７０円

の支出済みとなっております。それから、予備費、予算額が４５万円に対しまし

て、これについては支出がないということでございます。歳出合計につきまして

は、予算額２,０００万円に対しまして、支出済額が１,０２３万４,５０１円とな

っております。 

 歳入と歳出合計の差引きが９７６万４,８８３円の差引き額、これにつきまして

は翌年度への繰越額となっております。大変繰越額が多額となっておりますが、

この理由等につきましては、後ほど詳しくご説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 次に、１７ページ、１８ページをお開きください。ここでは決算事項の事項別

明細書が記載をしてございますが、先ほどありました負担金、構成団体負担金と

いたしまして収入済額が１,９９９万８,０００円でございますが、内訳としまし

ては、一番右のほうにございますように、小林市の負担分が１,３２５万９,０００円、

野尻町が６７３万９,０００円でございます。その算出根拠といたしましては、

１７ページの左下のほうに構成団体負担金というのがございますが、均等割額が

５割、人口割額が５割ということで算出をいたしております。人口割額の算出根

拠といたしましては、１７年の国勢調査人口をもとに算出をしているところでご

ざいます。 

 それから、諸収入の雑入でございますが、内訳としましては、預金利子が収入

済み額１,３８４円、それから情報公開複写料につきましては、予算が１,０００円

につきまして収入済額はゼロということになっております。 

 次に、１９ページ、２０ページをお開きください。ここは、歳出についての内

訳になっております。協議会費、運営費、これが会議費と事務費に分かれており

ます。 

 まず、会議費につきましては、予算額が１０５万６,０００円になっておりま

す。支出済み額は７９万２,３５６円でございます。内訳としまして、まず１の報

酬、それから９の旅費というのがございますが、これは、先ほど事業実績で申し

上げました４回の協議会、それから１月２１日の合併協定調印式における委員の

皆様方の報酬あるいは旅費としての費用弁償の分でございます。 

 次に、需用額６万１,２２１円の支出済みになっております。内訳としまして

は、協議会で使用をいたしましたファイル等の消耗品、それからお茶代としての

食糧費でございます。 

 次に、役務費、支出済額が１２万１,１８５円となっております。内訳としまし

ては、ぎじろくセンターのほうに委託をいたしまして、協議会ごとの議事録を作

成をいたしております。その翻訳手数料と振込手数料でございます。 

 次に、使用料及び賃借料、支出済額１２万円となっております。ここにつきま

しては、協議会の折に音響、録音設備を借り上げております。１回当たり３万円

ということで４回分の支出でございます。 

 その下の負担金補助及び交付金、支出済額１万円につきましては、後納郵便料

の負担金として協議会から小林市に支払いをしております。 

 次に、事務費、予算額７０３万円に対しまして、支出済額が４５４万

２,６７５円、不用額が２４８万７,３２５円となっております。 

 内訳としまして、職員手当等の支出済額が２６７万７,９４７円、これにつきま

しては、事務局長以外の９名分の職員の時間外手当、勤務手当でございます。協

議会を大変短期間のうちに準備を進めたということで、こういった時間外勤務も

発生しているということでございます。 

 次に、旅費、支出済額が１７万６,６００円でございますが、これにつきまして
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は、県との協議、協定の折の出張あるいは、先ほど申し上げました事務局職員の

視察研修の折の支出でございます。 

 その下の需用費、支出済が３４万１,６４８円でございます。これにつきまして

は、事務局内で使用をいたします消耗品費あるいは軽油代、灯油代等の燃料費、

それから研修に伺った折のお礼としてのお土産代としての食糧費、それと、合併

協定調印式の折の写真の現像印刷代でございます。 

 次に、役務費、支出済みが３万２,３００円でございます。これについては、事

務局の看板書替えの手数料、それから協議会実施をいたします横断幕の作成手数

料、それと宅配代でございます。 

 次に、２１ページ、２２ページをご覧ください。使用料及び賃借料、支出済み

が６３万６,９９５円でございます。内訳としましては、事務局内に２台設置して

おりますコピー機の借上料、それから２月の２２日に小林市、野尻町の合同懇談

会を開催いたしましたが、その折の送迎用のレンタカー代、それと高速道路通行

料、駐車場使用料につきましては、事務局の研修時に支出をしております。 

 次に、備品購入費、支出済みが４万９,５１２円でございますが、これについて

は、事務局内で使用をいたします備品を購入しております。 

 その下の負担金補助及び交付金、支出済みが６２万７,６７３円でございます

が、内訳としましては、臨時職員雇用負担金、公用車利用負担金、後納郵便料負

担金、光熱水費負担金、電話使用料負担金でございます。いずれも合併協議会か

ら小林市に支出をしております。内容としましては、臨時職員を、まず小林市で

雇用をいたしまして、その必要経費について協議会から小林市に振り込んでおり

ます。それと、協議会の事務局を小林市役所内に設置をいたしております関係

で、公用車の利用は小林市の公用車を利用しております。あわせて光熱水費等に

ついても協議会から小林市に負担金として支出をしております。 

 次に、事業費、事業推進費でございます。予算額１,１４６万４,０００円でご

ざいます。支出済額が４８９万９,４７０円となっております。不用額が６５６万

４,５３０円となっております。 

 需用費でございますが、７７万１,９９０円の支出でございます。内訳としまし

ては、２回分の協議会だよりの発行をしておりますが、その印刷代、それから、

合併協定調印式の折の協定書３００冊分の印刷代でございます。 

 役務費、支出済みが３万４,７３０円でございますが、事務局内でインターネッ

トの環境を整備しております。そのプロバイダーの使用料でございます。 

 委託料、支出済み額が４０９万２,７５０円でございます。不用額が３２５万

７,２５０円となっております。内訳としましては、新市基本計画策定支援業務、

これと新市例規策定業務、いずれも株式会社ぎょうせいに委託をしております。

それから、ＩＴコンサルタント業務委託でございますが、これについては電算シ

ステム総合経費の見積りの評価を宮崎県ソフトウェアセンターに委託をして、お

願いをしているところでございます。 

 先ほど申し上げました、不用額が多額になっておりますが、その理由といたし

まして、この２２ページのほうにございますが、まず、印刷製本費、これが不用

額が３２９万９,０１０円ということでございます。内容としまして、協議会だよ

りにつきましては、予算額１５２万円を予定しておりましたけれども、１ページ

当たりの単価を３円で予定しておりました。これについては、見積もりによりま

して予算単価を大幅に下回りまして、ページ当たり１.３円という契約になりまし

たので、その分で支出済みになったということでございます。 

 それから、合併協定内容を住民の方々に説明、周知するための合併情報誌を作

成することにしておりました。その予算が１６２万１,０００円となっておりまし

た。これにつきましては、今回、非常に短期間での合併協議ということでござい

まして、住民説明会は合併協定調印式前に行わないということになりましたの

で、その合併情報誌にかえまして協議会だよりに詳細に調整内容を掲載すること
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によりまして、その役割を果たしてきたところでございます。 

 それから、調整内容をとりまとめました現況調査の印刷につきましては、予算

額５２万５,０００円を予定しておりましたけれども、現在、専門部会・分科会が

合併準備を進めるに当たって使用する分については、庁内ＬＡＮ等を使用いたし

まして電子データでこれを提供をしております。あわせて印刷が必要な冊子につ

きましては、最低必要な分だけを事務局のコピー機による印刷とさせていただい

たため、結果的にこの分の予算を行使しなかったということでございます。 

 それから、委託料の不用額が３２５万７,２５０円となっておりますが、委託料

につきましては、いずれも随意契約でございますけれども、事前に事務局のほう

で委託業務内容を精査をいたしまして、委託業者と委託料について９回にわたり

交渉をさせていただきました。そのことによって契約金額を削減して支出済みに

努めてきたところでございます。 

 それと、委託のうちの新市例規策定業務につきましては、平成２０年度は例規

一覧表の作成ということで、全体の業務の一部を２０年度中に執行をいたしまし

た。当初予算の３１５万円のうち５７万円を２０年度に執行いたしまして、その

後の業務につきましては、２１年度に改めて株式会社ぎょうせいと契約金額

２２８万円で委託契約をしております。 

 結果的に決算上の不用額が多くなったわけでございますが、事務局といたしま

しては、できるだけ経費節減に努めるとともに、事業計画で計画していた事業に

つきましては、すべて計画どおり実施をしてきたということで、あわせてご報告

を申し上げます。 

 なお、翌年度繰越額につきましては、３月２６日に開催いたしました第４回協

議会に、平成２１年度の予算案をご提案し、その歳入に前年度繰越金としまして

５００万円を計上し、ご承認をいただいたところでございます。残りの繰越金に

つきましては、今後、合併準備を進めるに当たりまして合併準備経費が要するも

のが出てまいりますので、その折に協議会予算で計上すべき経費について調整

し、以下についてもあわせて補正をさせていただきたいと考えております。 

 大変長くなりましたけれども、説明を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。ただいま協議第２２号並びに協議第２３号について

説明をいたしました。２０年度の決算につきましては、あらかじめこれを監査を

お願いをしておりましたので、植村監査委員より監査報告をお願いをいたし、失

礼しました。植村監査委員にひとつお願いをいたします。 

 座ったままで報告をさせていただきます。去る、野尻町の酒匂さんと私が２人

で監査をしたわけですが、５月の１１日、小林市役所の第２委員会室におきまし

て１３時１０分から監査をさせていただきました。事務局のほうからは倉園事務

局長、谷川次長、篠原さん、３人でありまして、関係帳簿等を見させていただき

ました。この監査報告書ということで読み上げますのでよろしくお願いをいたし

ます。 

 平成２０年度小林市・野尻町合併協議会決算について、関係諸帳簿等を同事務

局職員立会いの上、監査を実施した結果、その処理が適正であることを認めまし

たので、ここにご報告申し上げます。 

 以上でございます。 

 ありがとうございました。失礼しました。ただいま事務局の説明並びに監査委

員より監査報告がありましたが、この両方につきまして、何かご意見、ご質疑が

ある方はお出しください。ありませんか。 

 決算では、不用額が非常に多額になっておるようでありますけれども、事務局

の説明にありましたように、できるだけ経費節減に努めた上で計画しておりまし

た事業につきましては、すべて予定どおり実施したということでありますので、

何とぞご理解を賜りたいと思います。 

 何かほかにありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ご質疑、ご意見等もないようでありますので、それではお諮りいたしますが、

協議第２２号平成２０年度小林市・野尻町合併協議会事業実績と、協議第２３号

平成２０年度小林市・野尻町合併協議会決算の２件につきましては、これを原案

のとおり承認するのに賛成の方の挙手をお願いをいたします。 

〔賛成者挙手〕 

 ありがとうございます。挙手全員であります。よって、協議第２２号と協議第

２３号につきましては、原案のとおり確認させていただきます。 

 続きまして、確認事項について、事務局から説明をさせていただきます。 

 資料ページ、２４ページをお開きください。ここに関しましては、これ以降の

協議会のスケジュールが記載されてございますので、委員の皆様におかれまして

は計画に組み込んでいただくようにお願いいたします。 

 それと、資料ページの２５ページ、２６ページが新しい委員の名簿でございま

すので、お目通し願いたいと思います。 

 そして、第３点目が、お手元に合併事務局だよりというのが、創刊号と第２号

という形で２様準備してあると、ございますけれども、これについては、一般住

民の方に対しましては協議会だよりという形で情報を提供しておりますけれど

も、内部の職員向けに分科会とか部会とかいろいろございますので、協議会とし

て今、こういうことまでをやってるんだという報告でございます。後でお目通し

いただければ幸いだと思います。 

 以上です。 

 ありがとうございました。ただいま確認事項を報告いたしましたけれども、何

かこれにお気づきの点はありませんでしょうか。ご意見があればお出しくださ

い。よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、あと５回の協議会を開催予定をしております。いろいろお忙しい時

間帯にお願いをすること多いと思いますが、ぜひご出席方をよろしくお願いを申

し上げます。 

 本日の会議のほう、議事の責務っていいますか、責めをこれをもって終わらせ

ていただきます。あとは事務局のほうへお願いをいたします。 

 それでは、堀会長、どうもありがとうございました。委員の皆様、本当にお疲

れさまでございました。 

 以上をもちまして、第５回協議会のすべてを終了いたします。 

 お帰りの際は交通事故等に気をつけてお帰りください。 

 なお、お帰りの際は、皆さんに名札が配られているかと思いますが、事務局の

ほうでお預かりをしたいと思いますので、その場に置いてお帰りいただきたいと

思います。 

 また、傍聴の皆様は出入り口付近に傍聴証の回収箱をご用意しておりますの

で、そちらに傍聴証をご返却くださいますようお願いいたします。 

 それでは、以上で終わりたいと思います。本日は皆様お疲れさまでした。あり

がとうございました。 

午後２時13分閉会 

 




